
Ⅰ　県民意見募集の実施状況

　１　意見の募集期間

　　 平成２１年１２月２６日（土）から平成２２年１月２０日（水）

　２　提出状況

　　　（１）　コメント数

７７　通　（ メール　２５ 、 ＦＡＸ　４５ 、 持参　２ 、 郵送　５ ）

　　　（２）　内容別件数

・　全般について ０１件

・　新設特別支援学校について １３件

・　和歌山西高等学校・和歌山北高等学校について ３１件

・　定時制・通信制教育について ３７件

Ⅱ　提出された意見の内容とこれに対する県教育委員会の考え方

１　全般について

意　見　の　概　要 県 教 育 委 員 会 の 考 え 方

 再編整備案全
 般について

・

・

　教育委員会は、今まで「再編計画」について、当該校・学校
関係者・地域に説明を行ってきた。しかし、教育条件整備や
学習権の保障などをはじめとする「再編計画」に関わる諸問
題について、十分に時間をかけて協議が尽くされたとはいえ
ない。生徒の学習環境が保障されるのか、教育条件の低下
をまねかないか等、「再編計画」をめぐっては、懸念される課
題がたくさんある。
　今回の「再編計画」に関わり、教育の機会均等を保障し、教
育条件を整備・拡充することと同時に、当該校・学校関係者・
地域と十分に時間をかけて協議を重ね、合意をはかることを
強く求める。

・ 　プログラムの策定に当たっては、当
初の段階より、地域や学校関係者等
のご意見を伺いながら進めてきたとこ
ろです。統合に係る課題の解消につい
ては、当該校による協議会により、検
討を重ねていきます。また、今後も地
域や学校関係者等の意見を広くお聞
きし検討していきます。

２　新設特別支援学校について

意　見　の　概　要 県 教 育 委 員 会 の 考 え 方

 案全般につい
 て

・

・
・

・

・

　特別支援学校の新設は、たいへんありがたい。コスモス支
援学校の過大規模も解消される。
　今まで通りのきめ細かい指導を願う。
　新設校を含め、和歌山市内に３校の支援学校ができるので
あれば、新設校の規模を拡大し、校区の見直しにより、３校
がほぼ均等になるようしてはどうか。
　新設校の設計にあたり、教育委員会だけで考えるのではな
く、関係者の声が反映されるような協議の場を設けてほしい。
　障害がある生徒が長時間の通学を少しでも解消されること
は望ましいことでうれしく思う。

・

・

　近年の特別支援学校に対するニー
ズの高まりもあり、和歌山市の特別支
援学校の過大規模化の解消を進めて
いきます。新設校を設置するとともに、
紀北支援学校については、校舎整備
により対応します。
　詳細については、今後、関係者等と
も協議のうえ、よりよい形をめざして設
置を進めていきます。

 新設校への転
 籍について

・

・

　園部分校から新設校への転籍がスムーズになるようにお願
いします。
　小学部・中学部・高等部が同時に設置されスタートしてほし
い。

・ 　園部分校の在校生や、紀伊コスモス
支援学校本校の生徒については、説
明の機会を設けるなど、スムーズな転
籍となるよう対応に努めていきます。

「和歌山県立高等学校再編整備　第２期（前期）実施プログラム」（案）に係る県民意見募集の概要



 高等学校との
 併置について

・ 　高校生と障害のある子が近くでずっと生活していくのとボラ
ンティア活動をしているのとは違う。受け入れる側の教職員
や生徒への研修、指導を願う。

・ 　高等学校との併置は、今回の再編整
備では、大きな位置づけとなっていま
す。高等学校の生徒、特別支援学校
の生徒が同じ空間をお互い理解しな
がら共用し、交流および共同学習を進
めていきます。

 その他

・ 　支援学校の小・中・高の教育システムを高等学校の生徒と
同一場所で生活をさせることには無理がある。

・ 　高等学校の生徒、特別支援学校の
生徒が同じ空間をお互い理解しながら
共用し、魅力ある学びの場をつくって
いけるよう、努めていきます。

３　和歌山西高等学校・和歌山北高等学校について

意　見　の　概　要 県 教 育 委 員 会 の 考 え 方

 統合案全般に
 ついて

・

・
・

　２か所に分かれて学校をつくるというのはいかがか。両校
舎の改修は、県の財政状況を考えても、無駄に思う。西高校
に新しく統合した高校を創設してはどうか。
　２校舎への不安。交流を絶たないように。
　学生が減少する中で、県有地の有効活用はよい。

・

・

　生徒減への対応、体育科の充実、普
通科の現状の見直し等の課題解消の
ため、統合により、両高等学校の校地
を有効に活用し、一層の成果を考えて
いきます。
　平成２４年度の統合に向け、両校の
協議を重ねて教育環境を向上させるよ
う進めます。また、特別支援学校との
関係についても十分な検討を重ねてい
きます。

 統合時期や進
 め方について

・
・

　統合は時期尚早、和歌山全体を見て検討してほしい。
　拙速に事を進めるのではなく、両校の意見を良く聞いてほし
い。

・ 　当該校による両校協議会を設置し、
統合に係る課題の解消に努めます。ま
た、今後も学校関係者等の意見を広く
お聞きし検討していきます。

 統合校の方向
 性について

・
・

・
・

・
・

・

　両校が発展していくための統合であってほしいと願う。
　統合後、スポーツの強化と社会で活躍できる人材育成がな
されていってほしい。
　中学校へ早く高校の特色をアピールする必要がある。
　きちんと勉強する環境を作ってほしい。学力のレベル向上
を願う。
　統合校では、ぜひ風紀指導をきちんとしてほしい。
　和歌山県のスポーツ中心校である和歌山北の歴史を今後
も継承してほしい。
　両校舎の交流がきちんとあるようにしてほしい。

・ 　普通科の一層の活性化と体育科の
今まで以上の充実を目指します。内容
については、両校協議会において充実
できるよう検討を重ね、また、関係各所
と連携を取りながら方向性を決定して
いきます。

 体育設備等に
 ついて

・

・

・
・

・

　和歌山北高校は、”体育科”のあるスポーツがさかんな学校
でありながら、スポーツ施設が他校と比べても充実していな
い。
　統合校では、他府県にも誇れるスポーツ教育の場となるよ
う希望する。
　和歌山国体等でも使用できる施設を作ってほしい。
　今までできていなかったスポーツ科学の面に力を入れてほ
しい。授業やクラブで、科学的トレーニングを行える測定マシ
ン等を設置し、全国に通じる選手を養成する。
　ぜひ合宿施設を作ってほしい。もしくは、近隣に宿泊研修施
設の確保を願いたい。

・

・

　県立高等学校で、唯一の体育科であ
り、県内スポーツの中心校であると考
えています。
　体育設備の充実に関しては、今後の
体育科の授業や一層のスポーツ技能
の向上等、様々な観点から検討し、順
次、整備していく予定です。



 クラブ活動等
 について

・

・

・

・
・

・

　部員数が多いが狭い練習場で頑張っているクラブもある。
施設の充実で、一層の結果を期待する。
　県内に女子サッカー部がない。統合校には女子がサッカー
を続けていける環境を是非とも考慮してほしい。
　北高の普通科の生徒が運動部のクラブに入部した場合、練
習はどこでするのか。
　野球部の継続を願う。
　全国で２番目に設立された体育科で、今まで全国的に優れ
た成績を残している生徒（選手）が多数輩出された。伝統と歴
史を継続し、体育科出身の、オリンピック選手、メダリストを出
してもらいたいと思う。
　スポーツの中心として、学力向上やスポーツ指導技能の優
れた方々の配置を願う。

・ 　当該校による両校協議会を設置し、
クラブ活動のあり方等についても検討
していきます。

 特別支援の併
 置について

・

・

・

・

　新設特別支援学校との共存について、共有時間の確保や
児童生徒の状況を考えると相当検討しなければ、合同行事
や支援協力は大変だと考える。単発的な事はいつでもできる
が、系統立てて定期的に行わなければ効果は現れない。時
間をかけた検討を願う。
　高等学校の生徒と特別支援学校の生徒が同じ敷地内で学
校生活を送るということで、お互いにうまく付き合っていける
かどうか不安である。事前指導等を期待する。高校生には入
学した時点で、障害について知ってもらいたい。
　高校へ入学した生徒には、障害を個性と思ってもらえるよう
な学校づくりをお願いしたい。
　健常の生徒の人権意識を高めることも充実させてほしい。

・

・

　特別支援学校の過大規模化は喫緊
の課題で、解消に向け取り組むととも
に、高等学校との併置により一層の教
育効果が得られるよう、慎重に検討し
ていきます。
　特別支援学校との併置は、今回の再
編整備では、大きな位置づけとなって
います。高等学校の生徒、特別支援学
校の生徒が同じ空間をお互い理解し
ながら共用できるよう、努めていきま
す。

 その他

・

・
・

　両校の卒業生は、統合後も、それぞれの高等学校卒業生
か統合校の卒業生か。また、高校卒業の証明を入手する場
合どうすればよいか。
　学校名を残してほしい。
　西校舎の坂道を改善できないか。

・

・

　当該校による両校協議会を設置し、
統合に係る課題の解消に努めていき
ます。
　統合までの両校の卒業生は、それぞ
れの学校の卒業生です。卒業証明書
の取得場所については、今後検討い
たします。

４　定時制・通信制教育について

県 教 育 委 員 会 の 考 え 方

 案全般につい
 て

・

・

・

・

・

・

・

・
・

・

　今、生きづらさを持った子どもたちが大勢いる。そういう子ど
もたちの発達・学習権を保障することを県行政として力を入
れてほしい。
　不登校や中途退学の生徒等、いろいろな問題をかかえた
生徒の大きな受皿になっている。不登校の子どもたちのニー
ズは年々大きくなってきていることを知っておいてほしい。
　拠点校を中心に据えて、併設型定時制を削減するのではな
いか。
　昼間定時制の定員がもっと増えれば、不登校生や中途退
学者の学ぶ場が保障されると思う。
　南紀高等学校に通信制課程が併設されることはうれしい。
新宮、串本、田辺方面の生徒の拠点になる。南北に長い和
歌山県では、紀の川、統合校、南紀への通信制の機能分担
案は、生徒にとっては大いに歓迎される改善案である。
　施設や人的配置も併せ拠点校が設けられれば、本当に素
晴らしい計画である。
　拠点校は３校でなく、陵雲高校、青陵高校を含めた４校では
なぜいけないのか。
　連携高からの併修については、実現できるとよい。
　全日制の高校同様、進学に対応した学習カリキュラムや、
進路指導について、拡充してほしい。
　単に教員のリストラ、過重労働にならないようにしてほしい。

・

・

・

　近年の県内中学校卒業生の減にか
かわらず、定時制・通信制教育には一
定のニーズがあり、今後も、教育環境
等の充実に力を入れていきます。
　県内を大きく３地域にわけて中心校
を置く今回のプログラムでは、中心校
を定時制・通信制の両課程を併せ持
つ、わかりやすい同様のシステムを持
つ学校とし、近隣の併設型定時制と連
携を取りながら、教育環境を向上させ
ていきます。
　通信制課程を南紀高等学校に設置
することにより、紀南地域の通信制課
程の生徒に、今まで以上の学習支援
を行えるよう努めます。

意　見　の　概　要



 案の進め方に
 ついて

・
・

・

　統合の説明会を開催し、意見を聞く機会を持ってほしい。
　統合はじっくり時間をかけて検討し、広範囲な方々の意見
を聞き実施してほしい。
　パブコメの結果を、どのように実施内容に反映するかが大
切。意見紹介のみにならないように留意願う。

・

・

・

　今回の統合については、学校を通じ
て、教職員や学校関係者のご意見等
を伺いながら進めてきたところです。
　当該校による協議会を設置し、統合
に係る課題の解消に努めます。
　今後も学校関係者等の意見を広くお
聞きし検討していきます。

 青陵・陵雲統
 合について

・

・

・
・

・

・

・

・

・

・

　青陵高等学校と陵雲高等学校を統合して、定時制と通信制
を併せ持つ学校とすることには賛成。わかりやすい。
　青陵高校と陵雲高校は統合しないで今のままでよい。１つ
の教育環境になるといろいろな問題が生じてくると思う。
　伝統ある学校を統合するのはとても残念である。
　今現在、なんとか頑張って登校している子どもたちに、統合
による環境の変化が悪影響を及ぼさないか心配である。ま
た、教育条件を低下させないかと懸念している。
　生徒の精神面の問題で、不登校の多い生徒がやっと環境
になれて登校している状況で、統合校では環境適当できず再
度不登校になる懸念がある。
　統合すれば、先生の数が減り、生徒の数が増え、先生も忙
しくなり生徒への対応ができなくなる。
　　「学びのための環境づくり」というのであれば、より良く拡
充をして進めるべき。
　青陵高校・陵雲高校の統合校において、連携校からの生徒
の受け入れは、困難が予想される。
　両校とも桐蔭高等学校から独立して現在の形がある。独立
校とした当時の教育の意気込み、思いを今一度振り返ってほ
しい。
　運営においては今の通信制の良さを継続してほしい。

・ 　今回のプログラムでは、県内を大きく
３地域にわけてそれぞれ中心校を置
き、県内の定時制・通信制教育を充実
させていきます。中心校は定時制・通
信制の両課程を併せ持つ、わかりやす
い同様のシステムを持つ学校とし、生
徒のニーズに応じたシステムづくりを
進めます。

 教育環境・施
 設について

・

・
・
・

・

　全日制高校に通えない子どもたちにふさわしい環境整備こ
そがもっと必要。より良い環境を整えてほしい。
　生徒が楽しく学習できる学校にしてほしいと願っている。
　全日制と同等な教育条件を整備すべきである。
　居場所を求めている子どもが多い。多様な生徒に対応でき
るもっと余裕あるスペースが必要である。
　青陵と陵雲の正門は桐蔭の通用門と兼用になっていて生
徒にはつらいものである。この機会に改善してほしい。

・

・

　教育環境の充実という観点から、一
層改善を図るよう努めます。
　青陵高等学校と陵雲高等学校にあっ
ては、現状、桐蔭高等学校、桐蔭中学
校と同じ敷地にあって、展開していま
す。このたびの統合により、両校の施
設設備について、見直し等のうえ、少
人数対応のセミナールームや必要な
施設について活用を図るとともに、一
層の教育環境の向上に努めていきま
す。

 その他

・

・

・

　自分が卒業した高校が名前が変わったり、なくなったりした
ら悲しい。
　軽度発達障害等の生徒への対応を考えてほしい。定時制・
通信制の高等学校に発達障害のプロの先生を送り込んでく
れることを希望する。
　体育祭と文化祭は毎年行いたい。

・ 　当該校による両校協議会を設置し、
統合に係る課題の解消に努めていき
ます。また、統合校における今後の教
育のあり方についても検討を重ねてい
きます。


